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環境レポート 編集方針
本レポートは、従業員をはじめお客様、地域社会の皆様、お取引先の皆様、
株主・投資家の皆様など、当社の事業に関係する多くのステークホルダー
の皆様に当社の環境に関する考え方と具体的な取り組みをわかりやすくご
報告し、皆様との双方向のコミュニケーションを図っていくことを目的とし
ています。

参考にしたガイドライン
●環境省発行「環境報告ガイドライン2012年版」
●環境省発行「環境会計ガイドライン2005年版」
●（財）日本規格協会「ISO26000:2010 社会的責任に関する手引」

報告対象範囲
本レポートの対象範囲「ルネサスエレクトロニクスグループ」とは、国内５社
（含むルネサスエレクトロニクス）、海外22社のグループ会社となります。
報告対象期間
2015年4月1日~2016年3月31日を中心に、同期間後の活動内容も含んで
います。

発行
2016年9月 （次回発行:2017年6月予定）

使い方 各ページに、ナビゲーションボタンとカテゴリータブを設け、
ページ間を容易に移動できるようにしています。

■ナビゲーションボタン

■カテゴリータブ

■リンクボタン

１ページ戻ります。

各カテゴリーのトップページへ
移動します。

外部サイトにリンクします。

１ページ進みます。
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CON T EN T S

欧州RoHS指令への取り組み
https://www.renesas.com/ja-jp/support/products-common/lead/
europe-rohs.html
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持続可能な社会の実現に向け、環境性能に優れた
半導体製品を創出していきます。

会社概要

執行役員常務
環境担当役員

野崎 雅彦

商号 ルネサス エレクトロニクス株式会社
（英文）Renesas Electronics Corporation

設立 2002年11月1日
（2010年4月1日 ルネサス エレクトロニクス（株）として営業開始）

代表者 代表取締役会長 鶴丸 哲哉
代表取締役社長兼CEO 呉 文精

主な事業 各種半導体に関する研究、開発、設計、製造、販売およびサービス

本社 東京都江東区豊洲三丁目2番24号　豊洲フォレシア

資本金 100億円 

売上高 6,933億円 （連結 2016年3月期）

従業員数（連結）約19,160名 （連結 2016年3月末）

上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部 （証券コード：6723）

トップメッセージ

　ルネサスエレクトロニクスグループの半導体は、自動車が安全で快適
に走行できるよう、車内の至る所にある電子制御ユニットに用いられて
います。近年増加している、電気自動車やモーターとガソリンエンジン
のハイブリッドエンジンシステムに於いては、半導体の担う役割は更に
大きくなってきており、自動車から排出されるCO2の抑制についても、
当社グループ製品が貢献しています。また、産業設備や家電製品等の自
動車以外の分野に於いても、当社の半導体製品は、お客様の機器の省エ
ネ性を最大限に発揮できるような機能を提供しています。そして、これ
らの半導体製品は、性能だけでなく設計段階からその廃棄までのライフ
サイクルを通じて、地球環境への影響に配慮した、お客様に安心して使
用していただけるものです。
　半導体製品の製造過程においては、塵埃を極限まで排除するクリーン
ルームで、微細な素子を形成するハイテク機器を使用する為、大量の電
力を消費します。さらに、多くの化学材料も必要であり、生産活動にお
ける環境負荷は決して少なくありません。この為、当社グループ工場に
は、省エネ機器の導入や、材料使用効率の改善、環境への影響を出さな
い除害設備の設置を行っています。また、工場からの排出物も法令より
もさらに厳しい自主基準を設け、地域環境の維持、管理に努めてい 
ます。
　ルネサスエレクトロニクスグループは、高品質で環境に優しい製品を
クリーンで高効率なものづくりの現場で、これからも供給してまいりま
す。そして、当社グループの技術的進化は、そのまま将来の地球や社会
に貢献し、夢のある未来の実現に寄与するものと確信しております。
　本レポートは、当社グループとしての取り組みと今後の展望についてま
とめたものです。製品開発から、製造、販売、お客様でのご使用と廃棄に

至る過程におけるすべての環境活動の成果と目標を掲載しております。
　その内容をご理解いただくとともに、本レポートを通して皆様との対
話が生まれ、よりよい環境活動に結びつけば幸いです。
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近年、企業の環境活動は、公害防止対策に加え、温暖化ガス排出の削減や廃棄物削減、製品化学物質規制等、多岐にわたります。
当社グループは、業界団体の協調目標を受け環境負荷低減を推進し、環境性能向上を担う省エネ・環境配慮製品を開発、提供しています。
こうした環境活動は、環境担当役員主催による環境推進会議にて年度方針・目標が議論され、グループ内に展開されます。

ルネサス
エレクトロニクス
グループの環境活動

ルネサスエレクトロニクスグループの考え方

環境基本理念
わたしたちは、全ての事業活動を通じて、

人と環境との調和を図ります。

環境行動指針
1. 研究開発・設計・調達・生産・販売・流通・使用・廃棄にいたる全ライ
フサイクルで環境に配慮した半導体製品を創出し、社会に貢献しま
す。

2. 環境負荷の低減と汚染の防止に努め、万一、問題が生じた場合に
は、適切な措置を講じ、情報を公開します。

3. 環境関連法令・条例・協定などを順守し、コンプライアンスに取り組
みます。

4. ステークホルダーへの環境情報開示を図り、社会との相互理解のた
めにコミュニケーションを進めます。

5. 環境について理解を深め、事業活動との調和を図る職場風土を醸成
します。

当社グループでは、これらの課題に対し「エコファクトリー活動」「エコプ
ロダクト活動」「エココミュニケーション活動」を環境活動の3本柱として、
「エコマネジメント」と呼ぶ、環境管理システムを基盤とした全員参加の環
境経営を推進しています。
●エコファクトリー活動：温室効果ガスの排出抑制、製造時に使用する
化学物質管理により、生産工場の環境への負荷を低減する活動
●エコプロダクト活動：製品に含有する化学物質管理、低消費電力製品
の開発など、製品のライフサイクルで環境に配慮した半導体を提供する
活動
●エココミュニケーション活動：環境教育による従業員への意識啓発と、
社会に対して当社グループの環境情報を広く公開する活動

環境活動において大切な課題は、①法令の遵守②環境負荷の低減③環
境に優しい製品の開発④ステークホルダーとの良好な関係維持などが挙
げられます。

環境活動の3本柱
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環境活動の3本柱

（環境担当役員主催）
環境推進会議

エコマネジメント

環境管理システム

工場を中心
とした環境
負荷低減 

情報開示と
社内啓発

エコ
コミュニケーション活動

エコ
ファクトリー活動

環境配慮型
製品の創出

エコ
プロダクト活動
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ルネサス
エレクトロニクス
グループの環境活動

2015年度の活動実績と2016年度の目標
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項目 ２０１５年度の目標 ２０１５年度実績 評価 ２０１６年度の目標

エコマネジメント ●   環境マネジメント体制の 
最適化と認証体制の整理

●  開発、営業拠点を本社に統合し、 
認証を整理 ◎ ●  国内統一認証の 

受領

エコ
ファクトリー
活動

●   基準年比３％以上削減 
（売上高エネルギー原単位）

●  売上高エネルギー原単位 
基準年比２7%削減 ◎ ●  基準年比４％以上 

削減（売上高エネルギー原単位）

●  PFC※1排出量前年実績以下 
（ウエハ面積原単位）

●  PFC排出量 
0.01GWP-kg/cm2低減、 
（ウエハ面積原単位）

◎
●  PFC排出量前年実績以下
 （ウエハ面積原単位）

エコ
プロダクト
活動

●   海外、国内の各種規制への 
的確な対応

●  海外、国内法規制、 
自主規制物質への対応実施 ◎ ●  海外、国内の各種 

規制への適宜対応

エコ
コミュニ
ケーション
活動

●   ＣＳＲレポート発行、Web充実 ●  電子版ＣＳＲレポート発行 ◎ ●  電子版環境レポートの発行

●  教育教材の見直しと教育推進 ●  製造部門教育教材の更新 ◎
●  2016年度版環境 
eラーニングの実施と受講率フォロー

●  環境eラーニング受講率98.3%以上 ●  2015年度版環境 
eラーニング受講率98.4% ◎

●  環境社会貢献活動の継続
●活動実施
 （P15～16ををご参照ください） ◎ ●  環境社会貢献活動の継続

※1 PFC：Perfluoro Compounds：パーフルオロ化合物（半導体業界ではCHF3､CF4､C2F6､C3F8､C4F8､SF6､NF3を指定しています）
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当社グループの事業活動と環境負荷
当社グループが提供する半導体製品とソ
リューションは、お客様の製品・システムの
省エネ化、小型化などを通じて、地球温暖化
の防止、資源の有効活用といった地球環境保
全活動に貢献しています。
その一方で、製品を生産する際には「電力」

「燃料」などのエネルギー、「化学物質」「水」
などの資源を消費し、「廃棄物」「排水」「排
ガス」を排出するため、大きな環境負荷があ
ることも事実です。
当社グループは、生産から物流までのイン
プット量とアウトプット量を詳細にとらえ計
画的にこれらを削減することで、環境負荷の
低減を図っています。
当社グループは、限りある資源やエネル
ギーを有効に活用し、効率よく製造された、
環境配慮製品をお客様に提供し続けます。

環境負荷の概要

エコマネジメント活動
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万GJ1,710 万GJ245

国内 海外

ルネサスエレクトロニクス
グループの生産活動

OU
TP
UT

IN
PU

T

ウエハー加工工程

製品

電力 1,643GWh
軽油 1kℓ
A重油 2288kℓ
灯油 4,018kℓ
LPG 3,263トン
都市ガス 3,395千m3

蒸気 159,473GJ

（
内
訳
）

電力 246GWh
軽油 45kℓ
LPG 42トン
天然ガス 77トン
蒸気 29千トン

（
内
訳
）

輸送

組立検査工程

エネルギー
1,955万GJ

千トン955 千トン188
エネルギー起源のCO2排出量

CO2
1,143千トン

トン20,348 トン2,970千m315,825 千m31,383

水
17,208千m3

千m313,664 千m3694

排水
14,358千m3

廃棄物
23,318トン

トン1,466 トン15
PRTR対象物質
但しルネサスセミコンダクタ・シンガポールを除く

化学物質
1, 481トン
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エコマネジメント
活動

環境関連法令遵守体制と
環境マネジメントシステムの内部監査

当社グループは、環境基本理念、環境管理基本規則を経営基本規則
に定め、関連会社を含め拠点ごとに環境マネジメントシステムを構築
し、環境活動を推進しています。環境マネジメントシステムおよびパ
フォーマンスの継続的改善のチェックとして、当社グループ内の全拠
点の環境監査を毎年実施しています。2015年度は、12拠点の環境
監査を実施し、76件の改善要求を含む144件の提案が抽出され改善
につなげています。この環境監査の実施において、CEAR※1で認定
された環境マネジメントシステム審査員の資格を有する監査員が在籍
しており、信頼性の高い監査を目指しています。また、年々、厳格化
する環境関連法令に対し、全拠点で情報共有する体制を構築し、遵守
体制、遵守状況を確認しています。

環境会計
2015年度の投資は、主なものとして土壌汚染防止と水質汚濁防止
の対策を実施しました。また省エネルギー対策として、空調システム・
冷凍機の効率化、ポンプのインバータ化による省電力化、LED照明
の導入などを行いました。費用額のうち、大気汚染防止に500.6
百万円、土壌汚染防止と水質汚濁防止に合わせて1,523.6百万円、廃
棄物処理には601.3百万円がかかりました。
経済効果のうち、廃棄物

の有価売却益は、962.8
百万円でした。なお、仮定
的な計算に基づいて推計
される経済効果は含めて
いません。

ISO14001認証
当社グループは、国内全拠点、海外の全生産拠点と主要な販売拠点
で環境マネジメントシステムの国際規格であるISO14001の認証を
取得しています。当社グループは、ISO14001認証の取得・継続を
今後も効果的かつ効率的に展開していきます。
また、ISO14001の2015年改訂の対応についても2016年度に完
了し、2017年度より改訂された要求事項を満足する環境マネジメン
トシステムでスタートさせる計画で推進しています。

目次・使い方・
環境レポート 編集方針

トップメッセージ

ルネサスエレクトロニクス
グループの環境活動

エコマネジメント活動

エコファクトリー活動

エコプロダクト活動

エココミュニケーション活動

環境会計推移

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（百万円） 2014年度 2015年度2013年度2012年度

投資 費用 経済効果

項目 内容
環境保全コスト 効果
投資額

（百万円）
費用額

（百万円）
経済効果
（百万円）環境負荷低減

事業
エリア内

公害防止 大気汚染防止、水質汚濁
防止など 659 2,056 29

エネルギー
削減

106.7GWh

地球環境
保全

省エネ対策、地球温暖化
防止など 578 659 1,715

資源循環 廃棄物減量化、節水、再利
用などの資源の効率的利用 8 689 1,237

上・下流
グリーン調達、製品アセス
メント、包装材の回収・リサ
イクルなど

0 0 ―

管理活動 環境マネジメントの維持・
運用、教育など 0 403 ―

研究開発 製品、製造工程の環境負
荷低減のための研究・開発 0 0 ―

社会活動
地域ボランティア活動、環
境保全を行う団体などへ
の寄付、支援

0 11 ―

環境損傷
土壌・地下水汚染などの修
復、環境保全に関わる補償
金など

0 4 ―

合計 1,245 3,822  2,981 ̶

屋外現場監査の様子 生産現場監査の様子

2015年度集計結果

※1 CEAR：環境マネジメントシステム審査員評価登録センター
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エコファクトリー
活動

2016年度以降も電力需給のひっ迫が見込まれていることから、引
き続き節電を中心とした省エネ施策を積極的に推進し、エネルギーの
削減に努めるとともに、電機・電子業界で取り組んでいる「低炭素社
会実行計画」活動に参加することで、地球温暖化防止に取り組んでい
きます。

地球温暖化の防止を図るため、当社グループは、半導体業界の活動
に積極的に参画し、電機・電子業界目標および省エネ法におけるエネ
ルギー原単位の削減目標の達成に向け、さまざまな省エネ活動を継続
的に推進しています。

当社グループは、2013年度から電機・電子業界で取り組んでいる
「低炭素社会実行計画」活動に参加しています。「低炭素社会実行計画」
活動では、2012年度の値を基準値とし、基準値（2012年度）から
2020年度まで売上高エネルギー原単位を年率1%削減していき、
2020年度に達成することを目標としています（2012年度の7.73%
削減することを目標にしています）。

2015年度実績は、基準年比で27％削減できました。また、昨年
度（2014年度）と比べて1ポイント削減しました。

省エネによる温暖化防止

エネルギー削減活動概要

2015年度削減結果

生産ラインでは、省エネ法におけるエネルギー削減目標への対応も
考慮して、エネルギー原単位の前年度比1%削減を目指した活動を
行っています。具体的には、空調機・ポンプ・ファンなどのインバー
タ制御化、照明器具のLED化、省エネタイプの冷凍機・ボイラーへ
の交換などの施策を計画的に実施しました。さらに、生産量に応じて
設備の稼働を最適化しています。

生産ラインでのエネルギー削減

省エネ効果、投資効果を考慮し、効果的な施策を優先的に実施して
います。2015年度の主な施策としては、以下を実施しました。 
● 照明器具のLED化 
● 空調システムの効率化 
● 冷凍機の効率化 
● ポンプの省電力化

2015年度の主な実施施策

クリーンルーム用循環空調機にインバータを設置し、循環風量を
5％削減しました。

クリーンルーム用循環空調機のインバータ化による
エネルギー削減（西条工場）

目次・使い方・
環境レポート 編集方針

トップメッセージ

ルネサスエレクトロニクス
グループの環境活動

エコマネジメント活動

エコファクトリー活動

エコプロダクト活動

エココミュニケーション活動

目標ライン
基準値  2012年度売上高エネルギー原単位実績
売上高エネルギー原単位実績

売
上
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
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相
対
値
）

（年度）
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’12 ’13 ’14 ’15 ’16 ’17 ’18 ’19 ’20
70

80

90

100

110

120

売上高エネルギー原単位の推移
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エコファクトリー
活動 当社グループでは、主に半導体製造工程で

反応チャンバーのクリーニングガスとして温
室効果ガスの一つである PFC※1ガスを使用
しています。これらのガスは分解されにくく、
地球温暖化係数（GWP※2）は約7千から2万
以上と高いため、その排出量削減を重要な課
題とし、PFCガスの排出削減目標を設定し
て地球温暖化防止に積極的に取り組んでいま
す。PFCガスによる温室効果を削減する方
法として、①GWPの小さいガスへの変更、
②工程を最適化することによるPFCガスの
使用量削減、③PFCガスを分解するための
除害装置の設置などがあります。当社グルー
プではこれら3つの手法を組み合わせること
で、排出量の目標を2010年までに1995年
実績の90%以下にするための技術開発を
行ってきました。
2015年は、従来の目標を継続し、削減活
動を推進してきました。生産量の影響はあり
ますが、排出量は1995年実績の約20%と
なりました。継続した削減活動の推進により
2008年以降、削減目標を達成しており、温
室効果ガスの排出量削減は着実に成果を挙げ
ています。2016年以降も、さらなる排出量
削減に取り組みます。

温室効果ガスの排出量削減

目次・使い方・
環境レポート 編集方針

トップメッセージ

ルネサスエレクトロニクス
グループの環境活動

エコマネジメント活動

エコファクトリー活動

エコプロダクト活動

エココミュニケーション活動

200
(%) (%)

200

150

100

50

0

150

100

50

0

目標（’95年比90%以下）

PFC購入量 PFC排出量

排
出
量（
相
対
値
）

購
入
量（
相
対
値
）

’95 ’10 ’11 ’12 ’13 ’15’14 （年）

大
気
へ
放
出

除害装置の導入

排出時に温室効果の
小さいガスに

分解し、除害します

使用量の削減

プロセスを見直して、
使用するPFCガスなどの量を

削減します

代替ガスの導入

GWPの小さなガスに
変更します

容 

器
容 

器 除害装置反応チャンバー

真
空
ポ
ン
プ

PFCガス GWP※

CF4 7,390 
C2F6 12,200 
C3F8 8,830 
C4F8 10,300 
CHF3 14,800 
SF6 22,800 
NF3 17,200 

温対法※1の報告対象ガス 半導体業界の削減対象の7ガス

CO2（二酸化炭素） エネルギー起源CO2として管理
CH4（メタン） 対象外

N2O（一酸化二窒素） 対象外
HFC(ハイドロフルオロカーボン） CHF3
PFC（パーフルオロカーボン） CF4，C2F6，C3F8，C4F8

SF6（六フッ化硫黄） SF6
NF3（三フッ化窒素）※2 NF3

PFCガス購入量と排出量の相対値推移

PFCガスと温暖化係数 対象PFCガス

温室効果ガス削減の模式図

※ IPCC（2006年度版） ※1 温対法：地球温暖化対策の推進に関する法律
※2 NF3：2015年度から報告対象として追加

※1 PFC：Perfluoro compounds：パーフルオロ化合物
　（半導体業界ではCHF3､CF4､C2F6､C3F8､C4F8、SF6､NF3を指定しています）
※2 Global Warming Potential：地球温暖化係数（CO2を1とした時の係数）
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エコファクトリー
活動

VOC排出量削減活動
当社グループでは、イソプロピルアルコー
ルやキシレンなどのVOCについては、有機
系排ガスを処理する設備にて可能な限り無害
化したのち工場から放出しています。また、
製造プロセスの最適化や効率的な生産設備の
運用を行い、継続してVOC排出削減に取り
組んでいます。
2015年度のVOC排出量は、2000年度
比約29%と大幅に減少し、これまでの対策
が着実な成果を挙げています。今後も引き続
き、当社グループは、製造プロセスのさらな
る最適化などで、VOCの排出量削減に積極
的に取り組んでいきます。

化学物質管理
当社グループは、グリーン調達や法規制情報に基づく化学物質データベースを基盤として各種
アセスメントを実施しています。さらに使用している化学物質の総量を把握するとともに、有害
性という観点から使用量と排出量を管理し、削減に努めています。このようにしてグリーン製品
やエコファクトリーにつながる研究・開発を行っています。リスク管理としては、PRTR※1法
やVOC※2対象物質の取扱量で数値の切り捨てをしない収支管理を行い、管理の強化を図ってい
ます。収支結果は行政へ報告するだけでなく、解析し、化学物質の代替化や排出量削減に向けた
活動にフィードバックしています。
※1 Pollutant Release and Transfer Register：特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する

法律（化学物質排出量把握管理促進法）
※2 Volatile Organic Compounds：揮発性有機化合物

※3 当社グループが費用を負担するリサイクルを含みます

ＶＯＣ排出量の推移

目次・使い方・
環境レポート 編集方針

トップメッセージ

ルネサスエレクトロニクス
グループの環境活動

エコマネジメント活動

エコファクトリー活動

エコプロダクト活動

エココミュニケーション活動
2015年度PRTR対象物質収支結果

82トン（80トン）
消費（製品）

669トン（727トン）
除害・除去

（　）の数値は2014年度収支結果、1トン未満は、四捨五入しています。

大気排出

19トン（25トン）

化学物質総取扱量

1,466トン（1,604トン）

41トン（44トン） 322トン（371トン） 332トン（357トン）1トン（1トン）
河川 下水道 廃棄物※3 リサイクル（有価物のみ）
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エコファクトリー
活動

廃棄物管理
当社グループは、2015年度の廃棄物管理の目標を、「ゼロエミッ
ション（最終処分率1%未満）の継続」として活動した結果、廃棄物の
排出量に対して再資源化されずに最終処分される量の比率は0.14%
となり、目標を達成しました。
また、産業廃棄物処理委託先を定期的に訪問し、委託した産業廃棄
物が適正に処理されていることを確認しています。
PCB使用機器については、法令に基づいた厳重な保管・管理・届
出を実施しています。また、法令の期限内での安全・確実な全量処理
を目指し、高濃度PCB含有廃棄物は中間貯蔵・環境安全事業株式会
社（JESCO）に処理を委託、低濃度PCB含有廃棄物は無害化処理認
定施設に処理を委託する国の基本計画に基づいた処分を推進してい 
ます。

水資源節約
当社グループは、水を積極的にリサイクルし、活用することで、水
資源の節約を行っています。
2015年度の実績は、年
間使用水量27,320千m3、
リサイクル率42.1％とな
りました。また、給水量は
2014年度に比べ、14.4％
削減しました。

物流面の環境活動
当社グループは、製品や廃棄物の運搬など輸送で消費されるエネル
ギーの削減、および製品の包装材削減と再使用の推進、また社有車・
営業用車両のエコカーへの切り替えなど、物流関連のさまざまな環境
活動に取り組んでいます。
当社グループは、省エネ法（荷主義務）への対応から、輸送に係る
CO2排出量削減を推進しています。2015年度は生産拠点や国内倉庫
の再編成を行ったことで、国内輸送量は前年度比10.4%減となりま
した。2016年度以降も引き続き輸送エネルギーの削減に取り組んで
いきます。

目次・使い方・
環境レポート 編集方針

トップメッセージ

ルネサスエレクトロニクス
グループの環境活動

エコマネジメント活動

エコファクトリー活動

エコプロダクト活動

エココミュニケーション活動

必要給水量とリサイクル率

再利用水量 給水量 リサイクル率

リ
サ
イ
ク
ル
率（
％
）

必
要
給
水
量（
千
m3
／
年
）

0

10

20

30

40

50

60

必要給水量＝再利用水量＋給水量
リサイクル率＝再利用水量÷必要給水量

’09 ’10 ’11 ’12 ’13 ’14
（年度）

’150

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

廃棄物排出量と最終処分率の推移
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国内輸送量
年度 ルネサスエレクトロニクス グループ各社合計

2011 1,255万トンキロ　 722万トンキロ　

2012 1,178万トンキロ　 669万トンキロ　

2013 862万トンキロ　 566万トンキロ　

2014 765万トンキロ　 505万トンキロ　

2015 636万トンキロ　 502万トンキロ　
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エコファクトリー
活動

土壌汚染防止の取り組み
当社グループは、土壌汚染のリスクを回避するための施策を行って
います。2015年度の主な施策として、以下を実施しました。
● 有機廃液タンクに液面監視器設置
● 排水処理原水槽の地上化
● 排水配管の漏洩防止強化

海外での取り組み事例
■ルネサスセミコンダクタ北京
ルネサスセミコンダクタ北京では、2015年6月に北京市高碑店下
水処理場の見学会を実施し、下水の処理プロセスを理解しました。こ
の見学会を通して水1滴の大切さを学びました。今回の見学会で学ん
だことを教訓にして、環境保全を行っていきます。

オゾン層の保護
当社グループは、モントリオール議定書のグループⅠ（CFC※1など）
およびグループⅡ（HCFC※2）の対象となるオゾン層破壊物質（ODS※3）
については、製造工程での使用を全廃しています。
さらに、冷凍機や冷蔵庫、エアコンなどで使用されている冷媒用の
フロンについてもモントリオール議定書の規制に合わせて計画的に使
用量の削減、代替物質への切り替えを推進するとともに対象機器の廃
棄時にはODSを回収し、破壊処理の実施を徹底しています。
※1 Chlorofluorocarbon　※2 Hydrochlorofluorocarbon
※3 Ozone Depleting Substances

海外での取り組み
海外生産拠点でも当社グループの環境基本理念に基づいて、
ISO14001環境マネジメントシステムを活用し環境活動に取り組ん
でいます。目標値・具体策は各地域の法規制や業界活動に適応するよ
う各生産拠点で決めています。

■ルネサスセミコンダクタ・マレーシア、　ルネサスセミコンダクタ・ケダ
2016年3月にルネサスセミコンダクタ・マレーシアとルネサスセ
ミコンダクタ・ケダ合同で、ペナン国立公園内にあるウミガメの孵化
施設（Turtle Hatchery Center at Pantai Kerachut）にてウミガメ
育成プログラムに参加し
ました。絶滅危惧種であ
るウミガメを通して、生
物多様性などの環境保全
の重要性を学びました。

目次・使い方・
環境レポート 編集方針

トップメッセージ

ルネサスエレクトロニクス
グループの環境活動

エコマネジメント活動

エコファクトリー活動

エコプロダクト活動

エココミュニケーション活動

排水配管の漏洩防止強化（西条工場）の取り組み事例
放流配管をコンクリート製ピットに収納することにより、配管の見える
化を実施しました。監視が容易になり、万一配管が破損しても地下へ直
接浸透しない構造としました。

見える化した工場排水配管の状況
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エコプロダクト活動

環境配慮型製品の創出
環境に配慮した製品を創出する方法として開発・設計フローに環境
負荷改善度を評価する製品環境アセスメント（右図）を組み入れてい
ます。評価では、減量化・製品の安全性・省エネなど8項目において
従来製品との比較を行います。結果は数値化されチャート等により視
覚的に確認ができます。当社の半導体製品は、それ自体の環境性能を
向上させ、さらにお客様のシステムに組み込まれることで、お客様サ
イドの製品の小型化・省エネに貢献しています。最終的にその製品を
使用されるお客様の環境負荷も低減されます。

エコプロダクト活動
お客様からの当社半導体製品への環境に関するご要求が、年々厳し
さを増しています。それに対応すべく、当社グループは、エコプロダ
クト活動を推進しています。製品のエコプロダクトを実現するには、
調達→製造→使用→廃棄といった製品のライフサイクル全ステージで
環境負荷を低減するために、開発・設計段階からさまざまな工夫を凝
らすことが重要です。
当社グループのエコプロダクトは、製品環境負荷低減策をトータル
で評価する製品環境アセスメントの実施により、実現しています。製
品環境アセスメントでは、開発時と量産前の2段階に分けて検証・評
価しています。

製品企画

開発・設計

設計審査

製品試作

製品特性評価

製品品質認定

量 産

製品環境
アセスメント１

製品環境
アセスメント２

開発・設計フロー例

環境配慮型製品（エコプロダクト活動）
https://www.renesas.com/ja-jp/about/company/csr/ecoproduct.html

目次・使い方・
環境レポート 編集方針

トップメッセージ

ルネサスエレクトロニクス
グループの環境活動

エコマネジメント活動

エコファクトリー活動

エコプロダクト活動

エココミュニケーション活動
各段階でのエコプロダクト活動

調達段階
● 環境負荷の高い資
材、副資材を調達し
ないグリーン調達の
推進

製造段階
● 製造工程の短縮に
よる省エネ化

●化学物質管理

使用段階
● 半導体製品自体の
省エネ化（待機電力
低減など）

●セットに組み込まれ
ることで成し遂げら
れるシステムの省エ
ネ化

廃棄段階
●特定化学物質排除
●製品の小型軽量化

製品環境アセスメント結果チャートと消費電力比較

 減量化

情報の開示

製品の安全性

製品の包装

省エネルギー生産工程

流通

長寿命化

3
2
1

新製品 基準製品

消
費
電
力
量（
w
） 0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

基準製品 新製品

製品環境アセスメント評価シート例
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エコプロダクト活動
中国での取り組み
中国の電器電子製品有害物質使用制限管理弁法（改正中国版RoHS）
では、指定された有毒・有害物質を含有する場合はその物質と環境保
護期限（安全に使用できる期限）の表示を求めています。半導体製品は、
電器電子製品の最終製品ではなく、直接マークを表示することは行わ
ず、物質の種類ごとの含有情報や環境保護期限については、販売関係
会社および特約店を通じて情報提供を行っています。

欧州での取り組み
当社の半導体製品は、化学物質を意図的に放出することのないアー
ティクル（完成品）のため、欧州REACH規則※3の登録義務はありま
せん。また、高懸念物質（SVHC※4）の含有情報については、サプラ
イチェーンから情報を入手し、お客様に提供しています。
今後も、海外法規制に係る情報の把握に努め、適切に対応していき
ます。

環境関連法規への対応
当社の半導体製品は、多くの製品に搭載され、世界各国で使用され
ます。このため、製品に係る環境関連法規を遵守すべく主要国の法規
制の情報を入手し、対応しています。

※1 RoHS指令：電気・電子機器に対する特定有害物質（鉛、水銀、カドミウム、六価ク
ロム、臭素系難燃剤（PBB、PBDE））の含有を制限するEUの指令

※2 ELV指令：自動車に対する鉛、水銀、カドミウム、六価クロムの含有を制限するEU
の指令

※3 REACH規則：EU域内にて化学品を製造、輸入する場合に登録、評価を義務付け、高
懸念物質については認可、さらにリスクの高い物質には禁止などの制限を設ける規則

※4 SVHC：高懸念物質（健康や安全に害をおよぼす恐れのある物質）

主要な海外環境関連法規と
当社の対応状況

欧州のRoHS指令※1やELV指令※2では、含有禁止物質の閾値（し
きいち：規格値または限界値）が定められています。このため、半導
体製品を構成する部材について、お取引先様から分析データと禁止物
質非含有報告書などをいただくとともに、当社においても製品の分析
をすることで閾値以下であることを確認しています。

中国RoHSについて
https://www.renesas.com/ja-jp/support/products-common/lead/china-
rohs.html

欧州RoHS指令への取り組み
https://www.renesas.com/ja-jp/support/products-common/lead/
europe-rohs.html

グリーン調達の推進
当社製品に使用する原材料などの調達に当たっては、環境保全を積
極的に推進しているお取引先様から、環境負荷が少なく有害物質を含
まない商品を優先的に購入するグリーン調達を実施しています。当社
要求事項は、「グリーン調達ガイドライン」として、お取引先様に開
示するとともに、お取引先様の環境保全への取り組みを定期的に調査
させていただいています。また、RoHS指令※1などの法規制対応や
購入品の含有物質調査なども、お取引先様からのご理解・ご協力のも
と、推進しています。

目次・使い方・
環境レポート 編集方針
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ルネサスエレクトロニクス
グループの環境活動
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エコプロダクト活動
製品環境品質
当社グループは、開発・設計時の部材選定から製造工程での汚染防
止に至るまで、全工程を通した含有化学物質管理にはサプライチェー
ン全体で取り組む必要があるとの考えから、お取引先様には使用禁止
物質に係る非含有保証書や分析データの提出を求めたり、サプライヤー
オーディットによる管理体制の確認をさせていただいています。販売
会社および特約店には、使用する包装材の含有化学物質管理をお願い
しています。一方当社からお客様に対しては、当社製品を安心してお
使いいただくために製品含有物質情報やRoHS指令による禁止物質の
分析データを提供しています。また、当社グループの含有化学物質管
理の仕組みや実際の活動状況をお客様に確認していただいています。

原材料メーカー様

販売会社・販売特約店

部材メーカー様

ルネサス
エレクトロニクスグループ

セットメーカー様
製品含有物質情報やRoHS指令による禁止物質の分析データの提供

サプライチェーン全体での製品含有化学物質管理

目次・使い方・
環境レポート 編集方針
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エココミュニケーション活動

アオイ電子株式会社様にお聞きしました

「私どもアオイ電子は、ルネサスエレクトロニクス様と同じく電子部品の
生産および販売を行っており、事業活動における環境負荷と環境リスク
の低減に努め、環境に配慮した経営を心がけています。近年お客様か
らは、高品質で環境に配慮した製品提供を求められています。ルネサス
エレクトロニクス様のエコプロダクト活動は、Webページなどで詳細に
公開されており、信頼性・透明性を持った情報開示をされています。こ
れからもルネサスエレクトロニクス様のエコプロダクト活動に期待をして
います。」

Voice

アオイ電子株式会社
営業本部 課長代理
桑原 雅弘 様
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エココミュニケーション
活動

2015年度の実績
新任役職者および製造部門向けに環境問題の最新状況や環境法令
などの一般教育を実施しました。また、当社グループ全従業員を対象とし
た環境基礎教育（eラーニング）は、各部門の環境活動において受講を目
的・目標としている場合が多く、2011年度のスタート以来、年々受講率
が上昇しています。受講者
へのアンケート結果から
この教育の有効性を確認
し、次回の教材へフィード
バックしています。

環境教育
当社グループの環境教育は、体系を一般教育と専門教育に分けて実
施しています。
一般教育では、当社グループ従業員として必要な環境基礎知識の教
育をeラーニングなどで全員に実施しています。専門教育では、職務
に必要な専門的環境知識の教育を職能別（開発・設計･営業･製造）に
特化した内容で実施し、またISO14001・ISO19001に関する教育
は､ その仕組みの理解や内部監査員養成を目的としています。

地域住民とのコミュニケーション
ルネサスセミコンダクタパッケージ&テストソリューションズ電子
機器部では、「平成27年度 夏の省エネ県民運動」の普及啓発の一環と
して山形県が実施した「夏のエコスタイルチャレンジ」において、参加
733事業所の中から、優良事業所として表彰されました。  
これは毎年、県内事業所に対し、エネルギー需要の増加する夏期に
おいて、エネルギー節減のための具体的な行動の実践を呼びかけ、率
先的な省エネルギー行動に取り組んだ事業所を表彰するもので、優れ
た取り組み事例として、山形県のホームページで紹介されました。

地域住民とともに行う清掃活動は、2015年度も各拠点で積極的に
実施されました。

環境教育受講者の声
● 地球温暖化による世界中の異常気象は、待ったなしの深刻な状況である
ことが理解できた。子供たちに負の遺産を残さないようエコ活動を推進
し、環境保全に貢献していきたいと思う。

● 日本のエネルギー自給率が低いからといって原子力に戻ることは反対で
す。ルネサスでも太陽光発電や風力発電等の再生可能エネルギーの積極
的な利用に取り組んでほしいと思う。

● 「自分たちの本来業務が環境配慮型製品を生み出し結果エコにつながる」
という考え方はわかりやすい。

● 生物多様性の保全が教材に追加され、人と生物との共存・自然保護の大
切さを実感しました。私たちも小さな草の根運動を展開する必要性があ
るとあらためて認識しました。

http://www.pref.yamagata.jp/pickup/interview/pressrelease/2016/01/ 
22111136/

● 高知工場：香南市一斉清掃
活動

●滋賀工場：工場周辺・駅
前・琵琶湖近辺
などの美化活動

●大分工場：海岸清掃
●西条工場：西条市クリーン

ウォーク
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環境教育体系

受講率 理解度率
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(%)
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98.4
89

’15 （年度）

環境基礎教育受講率・理解度率の推移

教育名 目的 2016年度の目標

一般教育 環境への意識と知識の向上
● 環境基礎教育（当社グループ全従業員対象）
● 階層別教育（新入社員､新任役職者）

専門教育 職務に必要な 
環境知識の習得

● 開発･設計・営業部門環境教育
● 営業実務者環境教育
● 製造部門環境教育

ISO14001・
ISO19001
教育（ （● ISO14001・ISO19001の 仕組みの理解

●  内部監査員の養成

● ISO14001基礎教育
● ISO19001教育
● 内部監査員教育
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エココミュニケーション
活動

森林保全活動
当社グループは、森林保
全活動を行っています。
2015年度は、熊本県の川
尻工場で33.36トンのCO2
吸収認証書をいただきまし
た。

生物多様性保全活動など
ルネサスセミコンダクタマニュファクチュアリング株式会社山口工
場では、水質保全活動を行っています。最終放流口の脇にビオトープ※1

を設置し、工場排水が直接水生生物へ与える影響を観察しています。そ
の結果、生物の産卵・孵化・羽化や水生生物の定着が確認できました。水
質保全活動を通して多種多様な生物（15種類以上）が確認でき、良好な
水質が維持できています。
また、ルネサスセミコンダクタマニュファクチュアリング株式会社高
知工場および西条工場も水質保全活動を行っています。工場排水の水質
を確認するため、放流池でメダカや金魚を飼育しています。繁殖したメ
ダカは、近隣の保育園や小学校などへ寄贈しています。
※1 ビオトープ：生物群集の生息空間

さまざまな情報発信
サイトレポートの発行
国内拠点・グループ会社は、主に地域住民の方々に向けてサイトレ
ポートを発行しています。
● ルネサスセミコンダクタマニュファクチュアリング株式会社 
 那珂工場

● ルネサスセミコンダクタマニュファクチュアリング株式会社 
 滋賀工場

● ルネサスエレクトロニクスグループ高崎地区（冊子で発行）

 国際会議で発表
2016年5・6月に神戸に於いて国際半導体先端科学技術環境安全
会議（IHTESH）が開催され、当社から発表タイトル「Initiative of 
Renesas Electronics Green Eco-Products Activity」 と
「Reduction of CO² emissions from the conversion of boiler 
fuel」の2件について発表しました。

https://www.renesas.com/ja-jp/media/about/company/ 
csr/office/naka/kankyo-report2015-naka.pdf

http://www5.city.otsu.shiga.jp/kankyou/
content.asp?key=0120110303&skey=0
（大津市 環境部　WEBページ）
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